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る方法について検討し，計測環境GINGER を提案している。 GINGER はプログラマの生産活動に関す
るデータの自動収集，分析のための計測機能を具備している。また，分析結果をフ@ログラマにフィードパ
ックする制御，管理の機能も具備している。プロトタイプシステムを利用した適用実験によって，提案す
る計測環境の妥当性と有用性を実験的に確認している。
以上の様 1<::，本研究は，ソフトウェア開発におけるプログラマ生産活動の定量的モデル，それにかかわ
るデータの計測とその支援に関して新しい方法を提案し，それらの有効性を実験的に示したという点で，
乙の分野における貢献が大きく，工学博士の学位論文として価値あるものと認める o
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